
 

 

「令和５年度 第１回 首都圏・中京圏・東北地区発注等情報報告会」開催概要 

 

１ 日 時 【対面】  令和５年６月８日（木） １０時００分～１７時３０分 

※対面での報告会開催後、報告会の様子を YouTube で限定公開いたします。 

 

２ 場 所 【対面】  秋田県産業技術センター 本館研修棟２階 講堂 

（秋田市新屋字砂奴寄 4-11 TEL 018-862-3414） 

３ 内 容  

首都圏、中京圏及び東北地区における発注企業の状況説明 １０：００～１１：５０ 

販路開拓アドバイザー等と参加企業との個別面談  １３：００～１７：３０ 

首都圏担当    西尾 朗、中西 利宏 

中京圏担当    牧野 光利 

東北地区担当      高橋 彰 

経営相談専門員   田村 卓衛 

※対面では、会場内に首都圏 AD２名、中京圏 CN１名、東北地区 AD１名、経営相談専門員１名の計５ブース

を設け、希望に応じて事前に作成する面談時間割に沿ってご来場頂き、対面で個別面談を実施する予定です。 

※対面での個別面談は６月８日（木）の情報報告終了後に実施いたします。 

なお、今回はオンラインでの個別面談は実施いたしません。 

 

４ 後 援（予定） 秋田県 

 

５ 申込方法 

以下の参加申し込みフォームより必要事項をご入力の上、５月１２日（金）までに送信をお願

い致します。 

※参加お申し込みは、当センターホームページの「現在募集中のイベント＆助成金情報」の

本イベント募集案内にあります参加申し込みフォームからお願いいたします。 

https://www.bic-akita.or.jp/index.html 

 

【申込上の注意】 

※ 面談を希望するアドバイザーがいる場合は、「面談希望アドバイザー等」欄でアドバイザー名等を選択

してください（別添プロフィールを参考にしてください）。 

※ あらかじめ、お聞きになりたい情報がある場合は「希望情報」欄にご記入ください。 

※ 面談開始時刻は調整のうえ後日連絡します。 

※ 新型コロナウイルスの感染拡大状況によって内容が変更となる場合があります。 

 

 

 

 

 

https://www.bic-akita.or.jp/index.html


 

 

 

 
プロフィール 

西尾
に し お

 朗
あきら

 （首都圏担当） 

 日本ビクター㈱に 28 年間勤務、同モータ事業部  技術部  技術部長と

して主にオーディオ・ビデオ機器用モータ、モータ駆動回路、ハードデ

ィスク用モータ等の開発・設計に従事。その後、サムスン電機ジャパン

アドバンスドテクノロジー㈱技術部を定年退職後、㈱スタンダードモー

タージャパン  開発課長としてプリンタ用モータ、自動車用モータの開発

及び拡販に携わる。小型モータの開発及び海外駐在（アメリカ、タイ）

で培った豊富な経験を活かし、発注企業・案件を開拓する。  

中西
なかにし

 利
とし

宏
ひろ

     （首都圏担当） 

 日本電気㈱に 33 年間勤務、情報機器及び通信機器向けの部材調達とマ

ネジメントに従事。その後、グループ会社の NEC マネジメントパート

ナー㈱等で６年間、資材調達・管理業務に携わる。長年の資材購買業務

での経験を活かし、発注ニーズ情報の聞き出しや製造業企業訪問経験を

活かして県内企業とのマッチングを目指していく。  

牧野
ま き の

 光
みつ

利
とし

 （中京圏担当） 

 (株)デンソー（アスモ）に 36 年勤務。トヨタ自動車向け営業を中心に、２度の海外

赴任（ベルギー、上海）を含め、国内外の多くの顧客向け営業活動を実践。昨年７月

定年４ヵ月前に、あきた企業活性化センターに転職。営業経験の中で培った経験・人

脈などをフル活用し、今後は支援する側に立ち、中京圏の顧客と秋田県内企業のビジ

ネスマッチングを目指す。愛知県豊橋市が本拠地。 

高橋
たかはし

 彰
あきら

 （東北地区担当） 

 県内のものづくり企業で 28 年間勤務し、製造から工程管理、営業と

幅広い分野を経験。営業部門では、製造部門で得た知識を活かし、国内

外の企業を訪問して発注案件の開拓にあたった。さらに平成 23 年には、

活性化センターの受発注マッチング支援スタッフとして県内外の企業を

訪問し、多数のマッチングの成立に導いた実績がある。  

田村
た む ら

 卓
たく

衛
え

    （経営相談専門員） 

 (公財）あきた企業活性化センターを定年退職後、経営相談専門員とし

て当センターの取引振興業務に従事している。取引振興業務での経験を

活かしながら、県内企業を訪問し、取引の拡大を支援していく。  


